
北
海
道
森
林
管
理
局
で
は
、
北

海
道
の
土
地
面
積
８
３
４
万
ha

の
う
ち
、
約
４
割
に
あ
た
る
３

０
４
万
ha
の
国
有
林
を
管
理
し

て
い
ま
す
。 

そ
の
８
割
近
く
を
天
然
林
が

占
め
、
世
界
自
然
遺
産
で
あ
る
知

床
を
は
じ
め
、
原
生
的
な
森
林
が

広
が
っ
て
お
り
、
希
少
な
野
生
生

物
が
生
息
す
る
な
ど
、
学
術
的
に

も
価
値
の
高
い
森
林
が
数
多
く

あ
り
ま
す
。 

一
方
で
、
戦
後
植
栽
さ
れ
た
ト

ド
マ
ツ
や
カ
ラ
マ
ツ
な
ど
の
人

工
林
資
源
が
成
熟
し
、
循
環
利
用

で
き
る
資
源
と
し
て
、
林
業
・
木

材
産
業
の
成
長
に
よ
る
地
域
振

興
や
循
環
型
社
会
の
構
築
へ
の

貢
献
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
よ
う
な
中
で
北
海
道
森

林
管
理
局
は
、
今
年
度
、
以
下
の

事
項
に
重
点
的
に
取
り
組
み
ま

す
。 北

海
道
の
国
有
林
の
森
林
資

源
は
、
人
工
林
を
中
心
に
確
実

に
増
加
し
て
い
ま
す
。 

今
後
主
伐
を
迎
え
る
人
工
林

に
つ
い
て
は
、
公
益
的
機
能
の

発
揮
の
た
め
に
、
様
々
な
生
育

段
階
や
樹
種
か
ら
構
成
さ
れ
る

多
様
な
森
林
へ
誘
導
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。 

そ
の
た
め
、「
森
林
に
教
え
を

請
う
」
と
い
う
姿
勢
で
、
山
と

よ
く
相
談
し
な
が
ら
、
山
の
や

り
た
い
方
向
に
森
林
づ
く
り
を

推
進
し
ま
す
。
具
体
的
に
は
、

針
葉
樹
人
工
林
の
伐
採
時
に
は
、

林
内
の
広
葉
樹
を
積
極
的
に
保

残
し
、
針
広
混
交
林
へ
の
誘
導

を
促
進
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
伐
採
後
の
更
新
は
、

植
栽
に
よ
る
手
法
だ
け
で
な
く

伐
採
前
か
ら
生
育
し
て
い
る
天

然
生
稚
幼
樹
を
有
効
に
活
用
す

る
た
め
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

に
着
手
し
ま
す
。 

 

更
に
、
森
林
づ
く
り
の
基
礎

と
な
る
森
林
調
査
業
務
に
ド
ロ

ー
ン
等
を
活
用
す
る
と
と
も
に
、

ド
ロ
ー
ン
等
で
撮
影
し
た
写
真

の
判
読
技
術
の
向
上
に
努
め
ま

す
。 森

林
整
備
費
用
の
内
、
造
林

初
期
の
コ
ス
ト
は
全
体
の
７
割

を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、
地

拵
え
、
植
付
等
に
か
か
る
コ
ス

ト
を
削
減
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。こ

の
た
め
、
伐
採
か
ら
植
栽

ま
で
を
一
体
的
に
行
う
「
伐

採
・
造
林
一
貫
作
業
シ
ス
テ
ム
」

を
推
進
し
ま
す
。 

グ
ラ
ッ
プ
ル
を
活
用
し
た
地

拵
え
や
乗
車
式
草
刈
機
等
に
よ

る
軽
労
化
を
目
的
と
し
た
実
証

試
験
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て

実
施
し
ま
す
。 

ま
た
、
北
海
道
の
地
域
特
性

を
活
か
し
、
大
型
機
械
等
を
使

用
し
た
下
刈
り
作
業
の
実
証
試

験
を
行
い
ま
す
。 

コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
拡
大
を

図
る
た
め
に
は
、
複
数
年
の
使

用
量
を
生
産
者
に
具
体
的
に
示

す
こ
と
や
生
産
コ
ス
ト
を
縮
減

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。 こ

の
た
め
、
苗
木
生
産
者
と

の
協
定
に
基
づ
き
コ
ン
テ
ナ
苗

を
計
画
的
に
調
達
す
る
取
組
を

今
年
度
は
道
内
全
域
で
実
施
す

る
と
と
も
に
、
協
定
数
量
も
拡

大
し
ま
す
。 

育
苗
期
間
の
短
縮
等
に
よ
り

コ
ス
ト
を
縮
減
し
、
低
価
格
化

を
図
る
た
め
に
、
カ
ラ
マ
ツ
の

コ
ン
テ
ナ
苗
に
つ
い
て
、
通
常

２
年
以
上
を
要
し
て
い
る
育
苗

期
間
を
１
年
に
短
縮
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
た
実
証
事
業
に
着

手
し
ま
す
。

更
に
、
カ
ラ
マ
ツ
や
ト
ド
マ

ツ
の
コ
ン
テ
ナ
苗
を
対
象
と
し

て
、
７
０
０
日
間
肥
料
の
効
果

③
コ
ン
テ
ナ
苗
の
普
及
・
拡
大
、

育
苗
技
術
の
高
度
化
を
推
進

平成３０年度北海道森林管理局の重点取組事項 

②
森
林
整
備
の
省
力
化
の

更
な
る
推
進

人工林内に生育している広葉樹林 

（上川中部森林管理署） 

間伐

57 万円 

除伐

１４万円

下刈

７５万円

植付

２６万円

苗木代

３５万

円

地拵

３０万円

資料：林野庁「森林・林業・木材産業の現状と
課題」  注：H28 標準単価より作成
スギ 3000 本/ha 植栽、下刈り 5 回、除伐 2 回、
保育間伐 1 回、搬出間伐（50～m3/ha）1 回

天然更新したドトマツ稚樹 

（根釧西部森林管理署） 

①
多
様
で
健
全
な

森
林
づ
く
り
の
推
進



が
保
つ
緩
効
性
肥
料
に
よ
る
初

期
成
長
促
進
効
果
を
検
証
す
る

た
め
の
実
証
事
業
に
着
手
し
て

下
刈
り
経
費
の
削
減
を
目
指
し

ま
す
。 

人
工
林
の
高
齢
級
化
に
伴
っ

て
、
ト
ド
マ
ツ
・
カ
ラ
マ
ツ
の

小
径
木
の
供
給
量
が
減
少
し
て

い
ま
す
。
一
方
、
広
葉
樹
に
つ

い
て
は
、
フ
ロ
ー
リ
ン
グ
や
家

具
、
内
装
用
と
し
て
、
近
年
中

小
径
木
の
需
要
が
向
上
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
状
況
を
踏
ま

え
、
需
要
に
応
じ
た
採
材
や
仕

訳
を
徹
底
し
ま
す
。 

 

北
海
道
産
の
カ
ラ
マ
ツ
や
ト

ド
マ
ツ
の
主
な
用
途
は
、
梱
包

材
や
仮
設
用
資
材
等
の
産
業
用

資
材
で
あ
り
、
建
築
用
の
構
造

材
へ
の
利
用
は
低
位
な
の
が
実

態
で
す
が
、
天
然
及
び
高
齢
級

ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
、
カ
ラ

マ
ツ
等
銘
木
市
へ
の
出
品
に
よ

る
需
要
の
掘
り
起
こ
し
や
道
産

ト
ド
マ
ツ
、
カ
ラ
マ
ツ
の
構
造

材
利
用
の
推
進
に
努
め
さ
ら
に

は
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
構
築

な
ど
、
道
産
材
の
付
加
価
値
の

向
上
に
向
け
、
関
係
者
に
よ
る

検
討
会
を
開
催
す
る
こ
と
に
よ

り
、
道
産
カ
ラ
マ
ツ
、
ト
ド
マ

ツ
等
の
付
加
価
値
向
上
を
目
指

し
ま
す
。

局
所
的
な
豪
雨
が
近
年
増
加

傾
向
に
あ
る
中
で
、
平
成
29
年

の
九
州
北
部
豪
雨
に
よ
る
流
木

災
害
と
同
様
の
災
害
は
全
国
各

地
で
発
生
す
る
可
能
性
が
有
り

ま
す
。
流
木
被
害
を
防
止
・
軽

減
す
る
た
め
、
渓
床
・
渓
岸
が

荒
廃
し
て
い
る
又
は
荒
廃
兆
候

が
あ
る
渓
流
を
「
発
生
区
域
」

「
流
下
区
域
」
及
び
「
堆
積
区

域
」
に
区
分
し
、
崩
壊
土
砂
や

流
木
の
形
態
に
応
じ
た
対
策
を

実
施
（
３
カ
年
を
目
途
に
１５
箇

所
）
し
ま
す
。 

大
規
模
な
山
地
災
害
が
発

生

し

た

場

合

に

は

、

国

有

林
・
民
有
林
を
問
わ
ず
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
や
ド
ロ
ー
ン
等

を
活
用
し
て
被
災
状
況
を
迅

速
に
把
握
す
る
と
と
も
に
、

被
災
地
の
早
期
復
旧
に
向
け

て
、
派
遣
チ
ー
ム
の
編
成
に

よ
る
被
災
自
治
体
へ
応
援
な

ど
、
技
術
的
な
支
援
を
効
果

的
に
行
う
た
め
の
体
制
を
整

備
し
ま
す
。

注１：（ ）は前年度繰越で外書 
注 2：計は、四捨五入の関係で必ずしも一致しない 
注 3：立木販売とは立木のまま販売すること 
注 4：製品販売とは、樹木を伐採し丸太にして販売する 
   こと 
注 5：更新とは、伐採等により樹木がなくなった箇所に 

 おいて、植林を行うことや自然力の活用等により 
   森林の世代が替わること 

注 6：保育とは、更新後、伐採するまでの間に、育てよ 
 うとする樹木の成長を促すために行う下草刈り等 

     の作業の総称 
注 7：林道及び治山の事業費には災害復旧事業費を含む 

平成 30 年度 記者発表 

 

４
月
１９
日
（
木
）
、「
北

海
道
森
林
管
理
局
重
点

取
組
事
項
」
に
つ
い
て
、

マ
ス
コ
ミ
各
社
向
け
の

記
者
発
表
を
行
い
、
記

者
の
み
な
さ
ん
か
ら
熱

心
な
質
問
を
受
け
ま
し

た
。

 

北
海
道
森
林
管
理
局

で
は
、
道
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
、
多
様
で
健

全
な
森
林
づ
く
り
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。 

④
道
産
木
材
の
安
定
供
給
と

高
付
加
価
値
化

銘木市に出品した中小径広葉樹 

↑
完成時 

（石狩森林管理署） 

流木捕捉式治山ダム

捕捉時 

（空知森林管理署北空知支署） 

単位

立木販売 千㎥ 680 782 115%

製品販売 千㎥ 620 635 102%

更　 　新 ha （ 814 ） 1,016 （ 253 ） 1,483 146%

保　 　育 ha （ 788 ） 11,917 （ 229 ） 10,466 88%

新　 　設 km （ 20 ） 37 （ 12 ） 39 105%

事 業 費 百万円 （ 1,938 ） 2,423 （ 433 ） 2,226 92%

百万円 （ 7,541 ） 3,470 （ 1,941 ） 3,199 92%

林　　道

治山事業

区　 　分 平成30年度当初

販売量

造　　林

平成29年度当初 対前年比

平成30年度　事業量及び予算

⑤
山
地
災
害
対
策
の

強
化
に
向
け
た
取
組




